










えば仕事面での誠実さ・職務遂行能力・給料 (Witt & Ferris, 2003)、CMC
での精神的健康 (五十嵐, 2002)、 学業成績 (Hall & Gaeddert, 1960) など
人生の様々な面での適応的な結果と社会的スキルの高さとの関連が示され
ている。反対に社会的スキルの不足は、精神的健康の阻害 (Argyle, 1967
など)、抑うつ (Segrin & Abramson, 1994など)、孤独感 (和田, 1991など)
など、様々な不適応状態と関連すると報告されている。さらには精神
遅滞の子ども (Doll, 1953) や学習障害やアスペルガー症候群の人々が






































































るための情報を得（Hargie, 2006）、セルフモニタリングが高く (Snyder, 






























































































































































は F (2,670)=431.68、中期群においては F (2,1614)=15239.32、後期群に








































































































































自己意識的情動 (F (1,454)=17.30)、ネガティブ基本的情動 (F (1,446)= 




ポジティブ自己意識的情動 (F (1,456)=10.56)、ポジティブ基本的情動 
(F (1,439)=16.45) で（全て p＜.01、低＜高）、距離化スキルの主効果が
認められたのはネガティブ自己意識的情動 (F (1,445)=10.36, p＜.01、低
＜高) であった。親密性中条件　接近スキルの有意な主効果は自尊感情 
(F (1,450) =8.46, p＜.01)、ポジティブ自己意識的情動 (F (1,456)=15.04, 
p＜.001)、ポジティブ基本的情動 (F (1,439)=11.40, p＜.01) (全て低<高)、
ネガティブ自己意識的情動 (F (1,447)=5.00, p＜.05、低＞高) で、距離化
スキルの有意な主効果は自尊感情 (F (1,450)=8.46, p＜.01、低＞高)、ネ
ガティブ自己意識的情動 (F (1,446)=17.69, p＜.01)、ネガティブ基本的情
動 (F (1,447)=5.58, p＜.05) で見られた(全て低＞高)。また距離化スキル
とメタ認知の交互作用がポジティブ自己意識的情動において有意であっ
た (F (1,455)=4.11, p＜.05)ため、単純主効果の検定を行ったところ、距
－ 88－





(F (1,457)=5.74)、ポジティブ基本的情動 (F (1,440)=4.95) (いずれも低
＜高) とネガティブ自己意識的情動 (F (1,448)=13.45、低＞高) において、
距離化スキルの主効果はネガティブ自己意識的情動 (F (1,446)=6.54、低
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